
前期児童アンケートの集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，「学校は楽しいですか」の項目について 

 右の図は、昨年度後期の学校自己評価の「学校は楽しいですか」の 

項目のグラフである。昨年度に比べ、「そうおもう」と「だいたい 

そうおもう」の割合が増加しており、学校生活を肯定的に捉える子ど 

もたちが増えてきている。その要因として、多くの先生と関わること 

ができる教科担任制等の導入により、授業が「楽しい」と感じている 

児童がたくさんいることが挙げられる。改めて、授業の重要性を再 

確認することができる。 



前期児童アンケートの集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０，「自分からあいさつができている」の項目について 

 右の図は、昨年度のグラフである。昨年度に比べ自分から挨 

拶をする児童の割合が６％減少している。 

 登校指導等での挨拶の様子を見ていても、他者の挨拶を受け 

て挨拶を返す児童は多いが、先に挨拶となると難しい児童がい 

ることも事実である。グランドデザインにもある、「自分から 

挨拶」するおもいを育むためにも、職員が挨拶 ＋ 一言を伝え 

られるようになると変化してくるのではないか。 


